







































































































4                     kthll 3i t}}E tJk G: ts et 6 Fre praptij
'gyur grang na / (1) gal te 'du beyd rnams 'byung ba'i rgyur gyur na ni /
des na ji srid du chos de thop par ma gyur pa'i snga rol na de'i 'byung ba'i
rgyu thob pa yang med.pas nam yang 'byung bar mi 'gyur te / de Itar na
(P.omit) de gtan mi 'thob pa nyid du 'gyur ro // (2) gal te chos dang
mi 'bral ba'i rgyur 'gyur (P.gyur) na ni des na dge ba dang mi dge ba
dang lung du ma bstan pa'i chos de dag thams cad kyis (P.kyi) thob pa mgo
mnyam du yod pa'i / mi mthun pa de dag kyang mgo mnyam du kun 'byung
bar 'gyur te / de lta bas na gnyi ga yang mi rung ngo //
 (1) chos rnams kyi 'byung ba'i rgyu ni so sor nges pa'i rkyen gyis rang gi
sa bon yongs su zin pa'o // (2) 'bral ba'i rgyu ni rkyen gzhan mngon du
gyur pas rkyen gzhan dang 'bral ba'o /
  / de la rkyen bsgrub pa la dbang ba ni 'thob pa zhes gdags te / dbang de
la brten nas skyes bu gang zag de chos skyes nas [D.22b] 'gags pa gang dang
gang mngon sum du bya bar 'dod pa de bskyed pa'i phyir myur ba myur ba
kho nar rkyen sgrub par byed de / de lta bas na de yang 'thob pa zhes bya'o
//
 [6 B] 'thob pa de yang mdor bsdu na rnam pa gsum du rig par bya'o // sa
bon dang ldan pa dang / dbang dang ldan pa dang / kun tu 'byung ba dang
(P.bar) ldan pa'o // de la re zhig (1) nyon mongs pa can dang/ lung du ma
bstan pa dang / skyes nas thob pa'i dge ba'i chos ma btsal bar kun tu 'byung
ba gang dag (P.omit) yin pa de dag ni sa bon re zhig zhi gnas kyi nyams
pas kyang nyams par ma byas la / 'phags pa'i lam gyis kyang yang dag par
ma bcom pa dang / dge ba rnams kyi yang 'di lta ste / dper na dge ba'i
rtsa ba kun te bcad pa rnams kyi ltar (D.lhar) log par lta bas nyams par
ma byas pa gang yin pa de ni sa bon dang ldan pa zhes bya ste / 'di ltar ji
srid du de'i sa bon de nyams par ma byas shing yang dag par ma bcom pa
de srid du de nyom mongs pa can la sogs pa'i cho$ kun tu 'byung ba'am /
kun tu 'byung ba ma yin pa (P.omit) de dag dang ldan pa zhes bya ba'i
phyir ro //
 (2) dge ba'i chos mngon [P.25b] par 'du bya bas bsked pa rnams dang lung
du ma bstan pa de dag kha cig gi 'byung ba'i rkyen gyis rgyu sa bon yongs
su brtas (P.rtas) pa yongs su zin pa ni dbang dang ldan pa zhes bya'o//
 (3) da ltar gyi chos rnams mngon sum gyi dngos pos rang gi mtshan nyid
kyis 'grub pa ni kun tu 'byung ba dang ldan pa zhes bya'o/
                                              (D.22a3-b5 ; P.24b7-25b2)
 [6A] e (pr-apti) tljEe (pratilambha) 8JiiZst (samanvEgama) ttaNrb".
2S k at 5 . IIII *ljt k- CgeEil fE!;Otn pa (rkyen, pratyaya) * O a 6 6 o '(F 6 D , pt ji o
±te rta6 [eF ng] rb >"e 8 iZft ib 2tL 6. t OS.I FB (feX) ec S ig eei g k [:ig -(F esk ig < ]
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面白（施設有praj漁pti－sat）であると理解すべきである。
　もし得が実有（dravya－sat）ならば，これ（得）は（1）諸行の生起する因である
か，あるいは（2）法の未離散の因であろう。（1）もし［得が］諸行生起の因ならば，
そうならばこの法［が存在］を得ない以前にはこれが生起する因を得ることもないか
ら［法が］生起することはありえないであろう。その場合，［法は］いつまでも未得
のままであるだろう。（2）もし［得が］法の未離散の因ならば，そうならばこれら善・
不善・無記のあらゆる法は得とすでに共に存在していることになる。したがって，
［存在である法と存在たらしめる作用である得との］両者は矛盾しているにもかかわ
らず，すでに共に現に生起していることになる。それゆえ二つともに不合理である。
　（1）諸法生起の因とは個々に定まっている（so　sor　nges　pa，＊pratiniyama）原因
（rkyen，pratyaya）と云う点で自らの種子よりなるものである。（2）離散の因とは別
な原因（A）が現前することにより他の原因（B）と離散することである。
　このうち原因が充足している場合に［存在を持たらす］自在力が「得」と施設され
る。この自在力に依拠して，人（pudgala）は生じて滅したかれこれの法が現前に生
起することを願い，彼の［法］を生起せしめんが為に極めて素早く原因を充足するの
である。それ故にこの［自在力］もまた「得」と称される。
［6B］この得はまた要約するに三種あると理解すべきである。（1）種子成就，（2）
自在成就，（3）現行成就である。
このうち先ず，（1）有染汚と無記と生得の善との法が，功用に現行していない場合に，
［それらの法の］種子で，先ず①奢摩他の妨げによっても害われていない［種
子］，②聖道によっても断滅されていない［種子］，③諸善の場合も同様で，たとえば
善根を断絶した者の如く邪見により害われていない［種子，それらの種子は存在をも
たらす作用があるから］，それは「種子成就」と称されるのである。何となれば，こ
れらの［法の］かの種子が害われず断滅されていない限り，その限り有染汚等の法は
現に生じていても現に生じていなくても，それらの［種子］は成就していると云われ
るからである。
（2）現観により生ぜしめられた善法および無記法の一部，これらの生起する原因に
より南種子を増大し因種子よりなるものが「自在成就」と称される。
（3）現在の諸法が現前に確かに自相をもって成立しているのが「現行成就」と称さ
れる。
［6A］山蛭云何得獲成就。謂若略説，翻訳撮受増盛之因船名為得。由此道理島島得
是假有。若言如是實有，（1）此為是諸行生因，（2）為是諸法不離愁訴。（1）若是諸行
心因者，若台北来未得六法，此既無有生因之得。鷹常不（587a）生，由比山留畢寛不得。
（2）若是諸法不離散卜者，一切善不善無記心得既倶有。彼難相違慮頓現行。是故二種
倶不慮理。
　又心因者，所謂各別縁所願受諸法自種。不離散田者，自由鯨縁現在前故由縁離散。
　若於引獲当直勢力自在屹立平面。以此自在為依止故，所有士上意特伽羅錐面彼法面
起已滅，若欲希彼復現在前，便能面疾引登諸縁令得生起。是故亦説此名為得。
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［6B］當知心得面面三種。一種子成就，二自在成就，三現行成就。
（1）若所有染汚法諸無記法生得善法不由功用而現行者彼諸種子，若未為女宿他寝所
損状，若未為聖道之所見害，若不為邪見損状諸善温血善根者，如是身為種子成就。所
以者何，乃至此種子骨冷血状未被自害，富江彼染汚等法若現行若不現行，良説名成就
故。
（2）若加行所生善法及一部無記法生縁所撮受増盛因種子，名自在成就。
（3）若現在諸法血相現前韓，名現行成就。　　　（vol．52，586c－587a）
［6A］復た次に血腫が得・獲i・成就なるや。臨く，若し略して説かば，血縁に南受
する増盛の因を説いて名づけて得と為す。此の道理に由り當に知るべし得は是れ假有
なりと。若し得は是れ實有なりと言はば，（1）此は是れ諸行の生因と為んや，‘（2）是
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このかれ諸法の不離散因と為んや。（1）若し計れ諸行の生癒ならば，若し先より来た未だ此
の法を得せずんば，此れ既に生心の得有ること無し。鷹に常に生ぜざるべし，此に由
り亦た鷹に畢卜して得ざるべし。（2）若し寄れ諸法の不離散因ならば，一切の善・不
善・無記の法は得と既に倶有なり。彼れ相違すと難も慮に頓に現行すべし。是の故に
二種倶に理に慮ぜず。
　又た生因とは，所謂る各別の縁の掻受する所の諸法の自訴なり。不離散因とは，重
く鯨縁の現在前するに由るが故に鯨縁離散するなり。
　若しくは引再縁の中に於て勢力自在なるを假に立てて得と為す。此の自在を依止と
為すを以ての故に，所有る士痛心特伽羅は彼彼の法已に起り已に滅すと難も，若し彼
を欲賦すれば復た現在組し，便ち能く速疾に諸縁を引忙して生起するを得せしむ。是
の故に亦た説いて此を名づけて得と為す。
［6B］當に知るべし，此の得に略して三種有り。一に種子成就，二に自在成就，三
に現行成就なり。
（1）若し所有る染汚法・諸の無記法・生得の善法の，功用に由り現行せざる者の彼
の諸の種子にして，若しくは未だ奢摩他の為に損状せられず，若しくは未だ聖道の為
に永害せられず，若しくは邪見の為に諸善を亡状すること断善根者の如くならざれば，
是の如きを名づけて種子成就と為す。所以は何ん。乃至此の種子未だ点状せられず，
未だ永害せられず，爾の時彼の染汚等の法にして若しくは現行し若しくは現行せざる
を皆説いて成就と名づくが故なり。
（2）若しくは急行所生の善法及び一部の無記法の生梅の，撮旨し増画する所の因種
子を自在成就と名づく。
（3）若しくは現在の諸法の三相現前し韓ずるを現行成就と名づく。
かなり難解な論述であるが，先ず次のことが指摘されよう。後半［6B］に展開される得
の分類の第三「現行成就」の記述「da　ltar　gyi　chos　rnams　m血gon　sum　gyi　dngos　pos
rang　gi　mtshan　nyid　kyis’grub　pa，現在諸法自相論前車割からして，「撮決露分」の
得の分類の第三「現行成就」は「顕揚論』の得の分類の第三「郵相生起相績」と同内容で
あると見なしうるのではないか。そうならば『顕揚論」の得の分類「種子所撮相績」「自
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在生起相績」「自在生起相楽」は「自決細分」の「種子成就」「自在成就」「現行成就」と
対応すること，換言すれば『顕揚論』の得の内容を「撮決追分」の得の説明に従って理解
することが許されよう。『顕揚論』の得を説明する新たな資料を見い出せない現状では，
同論書の得を「撮決釜殖」のそれに依拠して理解する，すなわち得について（ひいては心
不相応法そのものが）『顕揚論』は『鍮輿論』自決指分「五識身相応地意地」を　（あるい
は本地分「五識身相応地意地」をも，〈上記の同論書vo1．3心不相応法二十四種の記述参
照〉）継承していると受け止めることにしたい。
［三］さて「鍮伽論』細面択分「五識身相応地意地」における得の議論を検討しよう。こ
の議i論（［6］）は大略二部からなる。前半［6A］は「得の定義，特に詠口なること」を
論じ，後半［6B］は「得の三分類，種子成就・自在成就・現行成就」の説明である。
　囁決雄図における得の定義は簡明である。得とは，（1）生起の原因よりなること，（2）
種子が増大することであり，それ故に（3）実有ではなく假有である。つまり我々がある
特定の状態を得る（例：善なる心を得る）作用を，（善なる心が）生起する原因としての
種子とその種子の成長として理解するのである。それ故得は假有なのである（種子自体は
実有ではない。実有の種子ならば永遠に種子でありつづけることになる）〔6）。
　有部アビダルマのように得を実有とした場合，それは（1）生起の原因が実有か，（2）
既に生起した法を存続させる原因（未離散因）が実有かであるが，両者とも不合理である
ことが指摘される．。（1）ならば，法は未得のままであるだろうし，（2）ならば同一刹那に
法と得とが倶に存在することになるからである。
　さらに得を生起の因と未離散因とに分けて説明する。前者は特定の状態を持たらす作用
であり，後者は生起したある状態を存続させる作用である。有部アビダルマの図説にした
がえば，それぞれ「獲得pratilambha」と「成就samanv蕊gama」とに対応する。ただ
しここ「撮測距分」の説明はアビダルマと異なり，「得pr百pti」・「獲得pratilambha」・
「成就samanv百gama」は同義語として用いられているようである。
　続いて後半［6B］の議i論は「得」という作用の説明である。かように假有なる「得」
が如何に作用をなすのかという問難が想定されている。ここで「囁決減分」は得の定義に
導入した（［6A］）「種子」という述語を再び採用する。得とはある人に特定の状態を持
たらす作用であるが，そのような作用の潜在的な力をここでは種子というのである。
　「撮決林分」における三種の得を個々にみてみよう。第一の得は種子成就（sa　bon
dang　ldan　pa，＊bija－samanv兜ama）である。あらゆる法　　それは善・不善・無記の，
文字通り一切法である　　の種子が存在する限り，そこから再びあらゆる法が生起して来
る。それは有部アビダルマが主張するように実在の得という作用があるからではない。そ
れは如何なる法であれ現存するしないにかかわらず，種子が存在し発芽する条件が充足し
さえずれば，法は自ずと生起するのである。種子が存続する条件は多々あろう。奢摩他な
どの修習や藍玉得した聖道により雑染の法を習気もろとも断滅していない限り，血染法の種
子は存続するであろう。邪見などにより損なわれない限り善法の種子は残存するであろう。
ここでは「得」とは法が生起する因としての種子である。同じく「撮決純分」が「種子成
就」を「因の分位に依り得を建立す」と説くのも同じ趣旨である（上掲［5］参照）。それ
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は法を生起さ．せる潜在力であり，可能体として「得」すなわち「成就」なのである。
　このように因としての種子からあらゆる法が生起するのであるが，現に法が具体的なあ
りかたで生起し顕現している，あるいは個々の法が現に存続している（「現在諸法自相現
前轄」）のが第三の「現行成就（kun　tu’byung　ba　dang　ldan　pa，＊samudaya一，samud一
百。互ra－samanv百gama）」である（上掲［5］では「現行の西京に依り得を建立す」）。先
の「種子成就」が法の潜在的なあり方を説明しているとすれば，この「現行成就」は法の
現象的なあり方を物語っていると云えよう。有部アビダルマ的な理解では，法を現に存続
させる実在の作用が「得」であるが，ここでは種子が発芽・生起し存続している事実を
「得」と表現したにすぎない。「存続」という意味ではアビダルマの別説における「成就」
の用法に近いものである。　．
　さらに，種子からあらゆる法が生起する際の，特殊な例が得の第二「自在成就（dbang
dang　ldan　pa，＊va話it再，　vibhutva－samanv百gama）」である。種子が「加行所生善法面
一部無記法」に限定されているからである。このように限定された種子は聖法へと導くも
のである。したがってこの「自在成就」は有部アビダルマにおける「得」本来の意味，す
なわち「聖道を言登得する力」を継承していると云えよう。
　これら三種の成就をかくの如くに理解し得るとすれば，『鍮伽論』「撮決養分」における
「得」の基本構造は「種子成就」と「現行成就」であり，「自在成就」はその特殊な用例と
なる。そしてその基本構造の「種子成就」と「現行成就」，すなわち諸法の潜在的な側面
である種子と現象的な側面である現行とからなる「得」の構造は，我々に喩伽行学派の聖
血曲論における「種子識」と「現行識」あるいは「アラや識訓ayavij語na」と「韓識
pravrttivij語na」との理論を想起させる。
　事実，「得」同様に『紐虫論』「発頭択分」がアラや識と韓識とによって心不相応法を論
じることは，滅命定においても見られる（7）。関連箇所を引用しよう（8）。
［7］／de　la’gog　pa’i　snyoms　par’jug　pa　gang　zhe　na／ci　yang　med　pa’i
skye　mched　kyi’dod　chags　dang　bral　ba（P．omit）gong　ma’i’dod　chags　dang
ma　bral　yang　rullg／’dod　chags　dang　bral　yang　rung　ba’i　gnas　pa’i’du　shes
sngon　du　btang（D．gtang）ba’i　yid　la　byed　pas　sems　dang　sems　las　byung
ba’i　chos　rnams’gog　pa　tsam　dang／nye　bar　zhi　zhing　mi’byung　ba　tsam
ni’gog　pa’i　snyoms　par’lug　pa　zhes　bya　ba（P．omit）ste／’jug［D．37a］pa’i
rnam　par　shes　pa　tsam　nye　bar　zhi　bar　zad　kyi　kun　gzhi　rnam　par　shes　pa
nye　bar　zhi　ba　ni　ma　yin　no／／de　yang　btags（D．brtags）pa’i　yod　pa　yin　gyi
rdzas　su　ni　ma　yin　par　rig　par　bya’o／　（D．36b6～37a1，　P．39a3～6）
［7］この中，心血定nirodhasam蕊pattiとは何か。無所有庭互ki五cany互yatana
の貧血を既に離れた者で，［それより］上の貧欲を離れていない者であれ或いは離れ
た者であれ，［寂静の境地に］止まりたいという想から出た作意［語nta一］vih夏ra－
sa振出画rvakena　masasik互repa（cf．AKBh　I－43b＆comm．）により，心心所の
法を滅するのみにして，寂静であり必ずること無きのみなるのが，滅審定と云われる。
［D．37a］韓識prav∫ttivij語naのみを寂滅するも，アラや識副ayaviji蕊naを寂滅
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しているのではない。これはまた假有であって実有ではないと理解すべきである。
［7］復次云何垂垂定。雪笹離無所有庭貧，未離離貧或復髄帆，由止息想作意為先故，
諸心心所司滅期唯不韓，是名滅墨定。此定唯能滅静韓識。不能滅静阿頼耶識。當知此
定亦是假有非実物有。　（vol．53，593al～5）
［7］復た次に，云何が滅蓋暇なるや。謂く已に無所有虚の貧を離れるも，未だ上
の貧を離れず，或いは復た已に離れ，止所想の作意を先と為すに由るが故に，諸の心
心所は唯だ滅静し唯だ韓ぜず，是を面諭定と名づく。此の定は唯だ能く轄識を滅面す
るも，阿頼耶識を滅窮すること能はず。當に知るべし，此の定は亦た是れ假有にして
実物有に非ず。
心・心所の働きをすべて消滅した滅蓋定（や無想定）において，長時間にわたり断滅して
いた心から，如何様にして再び心が生起するのかとの問難については，有部アビダルマの
なかでも種々に論じられている（例えば，AKBh　p．68～，H－42～参照）。滅霊定（や無想
定）をめぐるアビダルマの議論はここでは省略せざるをえない。この間難にたいし『喩歌
論』「撮決択分」はアラや識の思想を導入して解決しようとする。すなわち，消滅した心・
心所とは韓識pravrttivij癒naを意味するのであり、滅蓋置（や無想定）においてもア
ラや識は存続しつづける。それ故，滅盤定（や無想定）から立ち上がったとき，心はアラ
や識から再び生起するというのである（9）。滅蓋定にかんする「黒革論』「論決七分」のこ
の論議iは，アラや識（種子識）と韓識（現行識）という識の構造をもとに新たに論じられ
た心不相応法を意味している。
　滅下定の論議をふまえて再び「得」を考察するならば，『喩伽論』のこの「得」は，有
部アビダルマにおける「得」の概念を，喩各行学派が自らの識韓変の理論のなかで新たに
解釈し直したものであると考えることも可能である。そのように受け止めるならば，有部
アビダルマで実有とされた「得」を喩伽行学派が假有とするのも当然である。種子といい
現行といい，いつれにせよ識の輻変は施設（pra海apti）にすぎないのだから。
得について現存する喩伽行学派の資料は極めて少い。ここで『集論』を見ておこう。
［8A］Abhidharmasamuccaya，
　pr百ptih　katam百／kuきal百ku話al互n百m　dharrn伽互m　s夏cay互pacaye　pr巨pti尊pra－
tilambhah　samanv百gama　iti　praj五aptih／／　（AS　p．18）
　得とは何か。善や不善や無記の存在（法）が時に増大し時に減少する場合に，［増
減したあり方で存在を］得ること，すなわち獲得であり成就である。したがって［得
とは実在ではなく］假の表現である。
　　　　『集論』
何等爲得，謂於善不善無記法若増加減假立獲得成就。　（665b）
［8B］Abhidharmasamuccaya－bh邸ya
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　ku§a1蚕ku§a1吾n互m　dharm互n百m　ity　adhi人垣nanirde§a恒／互cay互pacaya　iti
svabh百vanirde話aれ／tath互hy夏caye’dhim夏trai阜6raddh互dibhi与　samanv互gata
ity　ucyate／apacaye　sati　mrdubhir　iti／pr互ptiれpratilambhah　sam夏gama　iti
praj五aptir　iti　praj五aptinirde話ah／evam　anye＄v　api　yath百yogarムyojayitavyam
／／　（ASBh　§8B（i））
　「善不善の法の」とは，前庭を説示する。
「増減する時に」とは，自性を説示する。何となれば［善の法が］増大する時は優れ
た信仰心等と云う点で成就と云われる。［善の法が］減少するときは劣った［信仰心
等と云う点で成就と云われる］のである。　　　　　　　　　、
「得ること，すなわち獲得であり成就である，したがって［得とは］假の表現である」
とは，施設を説示する。同様に他についても必要に応じて理解すべきである。
　　　　　『朝集論』
　何等爲得謂於不善無記法若増若減假立獲得成就。善不善無記法者，顕依庭。若増若
減者，顕自体。何以故。由有増故説名成就上品信等，由有減故説名成就下品信等。假
立獲得成就者，顕假立。如是於鯨随其所慮建立當知。　（700a）
『集論』の説明も簡略である。ここでは善・不善・無記の一切法がその存在を得ること，
生起することを「得」として述べるに止まる。『喩伽論』の「種子成就」・「現行成就」な
どの視点も欠如している。『雑集論』の「顕依庭」「顕自体」「顕越畑」という注釈の意図
するところ，筆者には遺憾ながら不明である。
［四］有部アビダルマで「得」と対をなすのは「不得」であり，鍮伽行学派では「異生性
prthagj　anatva」に対応することは，上述の如くである。参考までに「異生性」の資料を
掲載する。これらの資料は鍮伽行学派において，種々の異性の分類がなされていたことを
物語っている。いつれも「聖法を獲得させない作用・あり方」，「凡夫異生に留めおく働き」
を意味することは云うまでもない。
『顕揚論』
　　異生性者，出盛二種。一愚夫異生性，二無聞異生性。愚夫異生性者，謂無始世來有
　情身中愚夫之性。無聞異生性者，謂如來法外諸邪道性。　（vo1．1，484b）
　　異生性とは，此れに二種有り。一に愚夫の異生性なり。二に自席の異生性なり。愚
　夫の異生性とは，謂く，無始世より來た有情身中の愚夫の性なり。無聞の異生性とは，
　謂く，如來の法より外の諸の邪道の性なり。
『喩伽論』撮決心分「五識身相応地意地」　（1）
　　／de　la　so　so’i　skye　bo　nyid　gang　zhe　na／khams　gsum　na　spyod　pa’i
　mthong　bas　spang　bar　bya　ba’i　chos　kyi　sa　bon　rnams　yang　dag　par　ma　bcom
　pa　tsam　gang　yin　pa　de　ni　so　so’i　skye　bo　nyid　ces　bya’o／／de　yang　mdor
　bsdu　na　rnam　pa　bzhi　ste／yongs　su　mya　ngan　las　mi’da’ba’i　chos　can　gyi
　rigs　kyis　bsdus　pa　dang　／　nyan　thos　kyi　rigs　gyis　bsdus　pa　dang／rang　sangs
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rgyas　kyi　rigs　dang　ldan　pa　dang　／　de　bzhin　gshegs　pa’i　rigs　dang　ldan　pa’o
／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D．24b4－6）
　追次云何呉生性。謂三界見所断法種子，魚見永害量名異生性。此復略有四種，一纏
般浬葉法皇性所々，二浅聞種目の所随遂，三適齢種性之所随遂，四如来種1生之所随遂。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（vol．52．587b）
『喩伽論』撮決七分「五識身相応地意地」　（2）
　　so　so’i　skye　bo　nyid　gnas　skabs　gang　la　gdags　／　rnarn　pa　du　yod　ce　na　／
　smras　pa／’jig　rten　las’das　pa’phags　pa’i　chos　ma　bsked　pa’i　gnas　skabs
　pa’o／／rnam　pa　gsum　ste／’dod　pa　na　spyod　pa　dang／gzugs　na　spyod　pa
　dang／gzugs　med　pa　na　spyod　pa’o／　（D．73b6－7）
　問依何分位建立異生性，此復卯建。答，鳥海生起一切出世聖心是位，建立異生性。此
復三種，謂欲界繋，色界繋，無色界繋（vol．56，607c）。
『集論」
　何等異生性，謂於聖法不得假立異生性。　（vol．1，665c；ASは欠如）
『雑集論』
　異生性者，謂於聖法不得假立異生性。　（vol．2，700c；ASBhは欠如）
［五］これまでの論述のまとめと課題は次の如くである。
　　（一）喩伽行学派の「心不相応法」はその初期のテキストですでに二十四種を数え，
いつれも假有とされる。
　　（二）　『顕揚論』で展開される「得」の分類「種子所撮相績」「自在生起相績」「自相
生起相績」は「喩伽論』「撮決択分」の「得」の分類「種子成就」「自在成就」「現行成就」
を継承したと思われる。
　　（三）　『鍮伽論』　「撮決択分」の「得」の基本構造は，法の潜在的なあり方を示す
「種子成就」と顕現したあり方を意味する「現行成就」とからなり，得の本来的な意味
「聖道の獲得」は「自在成就」が受け継いだ。
　　（四）　『喩細論」「撮決択分」における「得」の基本構造「種子成就」と「現行成就」
は，喩知行学派の領民変における「種子識」と「現行識⊥「アラや識」と陣專識」の構造
に類似している。おそらく楡励行学派は有部アビダルマの「得」の概念を引き継ぎ，それ
を識韓変の思想に基づき解釈し直したのではなかろうか。そうであれば，この学派の「得」
は必然的に施設（pra頂apti）であり假有（pra海apti－sat）となるのである。
　　（五）喩伽行学派の「得」が有部アビダルマのそれを継承していることは言を待たな
い。しかし後者の最も整理された「得」の理論を述べる『倶舎論』と「王番毎論』「撮決択
分」とでは，後者がより古く成立したと思われる。とすれば，有部アビダルマ教学におけ
る「得」の概念の変遷に『喩伽論』などが如何なる影響を与えたのであろうか。識者のご
教示をお願いしたい。
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　　　（六）　『顕揚論』等における心不相応法のうち，本稿で論じた「得」「異生性」以外
の考察は紙面の制約上，別な機会に譲りたい。今は『顕揚論』における心不相応法の書き
下しを叢論として稿末に掲げる（10）。ご批判ご叱正を乞う次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　註　　記
［略号］AKBh，Aわ痂dんαrmαん06α肋δS：yα（Pradhan　ed．）；AS，Abん‘疏αrmα8α肌μccα：yα
（V．V．Gokhale　ed．）；ASBh，　Ab配dんαr肌αsαm．uccα：yαbん～おッα（Tatia　ed．）；D，Derge　Edition；
P，Peking　Edition；YBh，yo8∂c～1rαわんEm‘諏s孟rα（Bhattacarya　ed．）
（1）渡辺楳雄『有部阿毘達磨論の研究』（復刻版　H．1，臨川書店）p．158～；水野弘元「心不相応
法について」（『駒沢大学研究紀要』No．14，S．31）；三部建『倶舎論の研究，界・三品』　（法蔵館
　S．44）p．85～，p．301；吉元信行『アビダルマ思想』（法蔵館　S．57）p．235～；加藤宏道「心不相
応行の名義」（『印佛研』31－2）などを参照されたい。
（2）喩二二学派における二十四種の心不相応法の名目については後掲の一覧表を参照されたい。
この表でも明らかなように『集論』・『雑二二』のみ最後の「不和合」を欠き二十三である。玄装
訳『乱丁』は二十三の心不相応法を列挙してその末に「…和合等」として「等」の文字を入れ，一
見「不和合」をも含んでいるかの如くである。しかし，ASは「……salhkhy百s互magri　ca／／」
（p．18）であり，チベット訳にも「等」に対応する訳語はない。また『王愈伽論』撮決択分「五識身
相応地意地」（vols．52，53）には二十一種の心不相応法がアトランダムに説かれるが，ここは心不
相応法が直接のテーマではなく，心不相応法を二十一種とする考えを示しているわけではない。
（3）上記註（1）の諸文献及び，福田琢「十四心不相応法の確立と得・非得」（『印佛研』39－！），
同「『婆沙論』における得と成就」（「大谷大学院研究紀要』7，1990），加藤宏道「得・非得の定
義」（『印画研』32－2）などを参照のこと。なお『倶舎論』における得についてはAKBh　H－36b
～40（上掲巨匠建『倶舎論の研究，界・根品』p．201～）を見られたい。
（4）上記註（3）の福田論文，加藤論文を参照されたい。
（5）上記註（1）の水野論文及び註（3）の加藤論文を参照されたい。
（6）この「得の假有」についての同様な議論を，我々は『顕揚論』「掻勝論択分溜十一」の「心不
相磨行温言揮」中に見いだすことができる。同論書は心不相鷹行の假弱なることを，「生」を例に
次のように説いている。
　　　問，点心不二二二三是假有云何鷹知。答由二種過失故。一因過失，二七過失。因過失者，
　　二言二二生湯能生二二説名二二，是即無別二三可得。此丁丁誰能生因州説二二生。二言生二野
　　膣，是即從他生故不鷹説爲能生。如是二心不相鷹行如理鷹知。　（vol。18，570a）
　　　問う，諸の心不相高話は皆な是れ假有なりと云何が磨に知るべし。答う，二種の過失に由る
　　が故なり。一に因の過失，二に髄の過失なり。
　　因の過失とは，若し生は踊れ二二にして能く生を生ずるが故に説いて名づけて生と爲す言はば，
　　回れ即ち別の果の生の得旧き無し。
　　此の生は誰の能生の因と尽すが故に之を説いて生と漉すや。若し生は是れ生の髄なりと言はば，
　　己れ即ち他より生ずるが故に鷹に説いて能生と賦すべからず。
　　是の如く饒の心不相凶行も如理に鷹に知るべし。
文末に「如是鯨心不相鷹行如理慮知」とあるように，「生」を「得」に読み替えると，「得」を実有
とする過失が「得の因」（ある特定の法を得る作用ではありえても，他の法を得ることがない）と，
「得の膿」（得ではなく得の鵬がある法を得る作用になる）の視点から否定されるのである。
（7）『鍮伽論』「掻決択分」におけるこの滅書定の論議は，アラや識の発生を論じる際に参照される
著名なものである。その詳細は今は省略する。勝呂信静『初期唯識思想の研究』，：L．Schimithausen
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”Alayavil噸na”，特に第1，　H，皿1，　X章また註（131）などを参照されたい。
（8）松田和信氏によれば，『喩伽論』「撮決択分」のこの箇所は梵文が発見されているとのことで
あるが，遺憾ながら筆者未見（松田和信「ダライラマ13世寄贈の一連のネパール系写本について」，
『日本西蔵学会会報』No．34，S．63，3）。
（9）アラや識・轄識や染汚意という考えにより無想定や滅蓋定を解釈することは，『雑集論』にも
見られる。AsBh§8B（ii）　（iii），『雑集論』700bを見よ。
（10）『顕揚論』の解読にあたり，桂紹隆氏（広島大学），沖和史氏（種智院大学），毛利俊英氏
（龍谷大学）から多大のご教示ご示唆を得ることができた。末尾ながら記して深謝の意を表する次
第である。なお喩伽行学派における心不相応法全般の研究は別稿を期したい。
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心不相応法一覧
『顕揚聖教論』
摂事品（vol．2．484ab）
（1）得
（2）無想定
（3）翠蓋定
（4）無想天
（5）命根
（6）衆同分
（7）異生性
（8）生
（9）老
（10）病
（ll）無常
（12）名身
（13）句身
（14）文身
（15）流韓
（16）定異
（17）相鷹
（18）勢速
（19）次第
（20）時
（21）方
（22）数
（23）和合
（24）不和合
『集論』（vol．1，665b－666a）
『撰集論』（vo1．2，700a－701a）
本事分三法品第一
（1）得
（2）無想定
（3）滅壼定
（4）無想三熱
（5）命根
（6）衆同分
（14）異生性
（7）生
（8）老
（9）住
（10）無常
（ll）名身
（！2）句身
（13）文身
（15）流韓
（16）定異
（17）相婿
（18）勢速
（19）次第
（20）時
（21）方
（22）敷
（23）和合
『鍮境論』
本地分外識身相応地意地
　（vo1．3，293c）
（1）得pr百pti
　　　　　　　　　　　　　ホ（2）無想定asa孟j語sam互patti
（3）探絵定nirodhasam互patti
（4）無想望洋吾sa血j揃ka
（5）命根livitendriya
（6）衆同分nik亘yasab撮ga
（7）異生性prthagj　anatva
（8）生j五ti
（9）老ja瓶
（10）住sthiti
（11）無常anitya悟
（12）名身n：互mak夏ya
　　　　　　　　　　、（13）墨田padak6ya
（14）文身vya司anak亘ya
（15）流韓pravrtti
（16）定異pratiniyama
（17）　ネ目磨lyoga
（18）勢速java
（19）次第anukrama
（20）時k互la
（21）方de§a
（22）　羽交salhkh）瘡
（23）和合語magri
（24）不和合a語magri
cf．AS　pp．18－19
　ASBh§8B
cf．YBh　pp．68－69
　＊asaIhjiisam吾patti（？）
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『喩伽論』
撮決択分五識身相応地意地
（vols．52，3；585c～，592c～）
（5）得
（20）無想定
（21）滅壼定
（6）命根
（7）直音分
（8）異生性
（1）生
（2）老
（3）住
（4）無常（滅）
（10）名身
（11）句身
（12）文身
（13）流韓
（14）定異
（15）包絡
（16）勢速
（17）次第
（18）時
（19）敷
（9）和合
『鍮伽論』
同左
（vol．56，607a－608a）
（1）得
（2）無想定
（3）滅蓋定
（4）無想果
（5）命根
（6）衆同分
（14）異生性
（7）生
（8）老
（9）住
（10）無常
（ll）名身
（12）句身
（13）文身
（15）流韓
（16）定異
（17）相鷹
（18）勢速
（19）次第
（20）時
（21）方
（22）敷
（23）和合
（24）不和合
『倶舎論』
分別根品第二
（AKBh　H－35～48）
（1）　イ尋　pr百pti
（5＞無想定asalhjiisam五patti
（6）滅霊定hirodhasam百patti
（4）無想果百sa±hjiika
（7）命根jivita（一indriya）
（3）衆同分sabh互ga伍
（2）非得ap癒pti
（8）生j吾ti
（10）異ja癒
（9）住sthiti
（11）滅anitya悟
（12）名身h百mak互ya
（13）句身padak蕊ya
（14）文身vyalhjanak互ya
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【付論】　　『顕揚聖教論』における心不相応行（vol．1，484a－b）
［心不相鷹行］
　心不相慮者，謂諸行面心不相室。於心心法面色法旧位假施設性。不可施設與画譜法若一
若異。血塊差別有二十四種。謂得，無想定，滅霊定，無想天，命根，衆同分，生，老，住，
無常，名身，句身，文身，異生性，流韓，定異，相慮，次第，勢速，時，方，藪，和合，不和
合。復有諸鯨如是種類差別高知。
　心不相点画とは，謂く，諸行の心と相鷹せざるものなり。心と心密と及び色法の輪唱に
於ける假施設性なり。心等の法と，若しくは一若しくは異なりと施設すべからず。彼に復
た差別して二十四種有り。謂く，（1）得，（a）無想定，（3）滅霊定，（4）無想天，（5）命
根，（6）衆下露，（7）生，（8）老，（9）住，（10）無常，（ll）名身，（12）句身，（13）文身，
（14）異生性，（15）流韓，（16）定異，（17）相慮，（18）次第，（19）勢速，（20）時，（21）
方，（22）数，（23）和合，（24）不和合なり。復た諸絵の是の如き種類の差別有り，鷹に知
るべし。
［（1）得pr石pti］
　得者，虚名三種。一諸行種子所翁面績差別性。二自在生起相（484b）績差別性。三自相
生起糖蜜差別性。
　得とは，此れに復た三種あり。一に諸行の種子所撮の相績の差別性なり。二に自在生起
の相績の差別性なり。三に自相生起の相績の差別性なり。
［（2）無想定asal旬肖isam石patti］
　無想定者，謂已離遍浄欲未離上地欲。観想如病如擁如箭唯無想天寂静微妙。由於無想天
起出離想作意前方便故，不備現行心心法皇性。
　無想定とは，謂く，已に遍浄の欲を離れ，未だ上地の欲を離れず。病の如く擁の如く箭
の如し，唯だ無想天は寂静微妙なりと観想す。無想天に於ける出離想の作意を前方便に起
すに由るが故に，不伍現行（’）（asth百vara）の心’巳・法を滅する性なり。
［（3）滅比定nirodhasam石patti］
　滅蓋一面，謂巳小一所有庭欲，或小諸想非非想虞定（2），或復上進由起暫息想作意前方便
故、止息所縁不伍現行心心法及恒行一分諸心心法語性。
　滅鑑定とは，謂く，已に無所有庭の欲を離れ，或は空想非非想適応に入り，或は復た上
進して，暫息想の作意を前方便に起すに由るが故に，所縁を高息して不伍現行の諸の心心
法と，及び盛行一分の諸の心心法（3）を滅する性なり。
［（4）無想天石sal旬6ika］
　無想前者，謂先唱此間得無想定，虚語後生無想有情天応，不伍現行諸心心法語性。
　無想天とは，謂く，先づ此の問に無想定を得，此れに由り後，無想の有情天庭に生ず，
不伍現行の諸の心心法を滅する性なり。
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［（5）命根jivitendriya］
命根者，謂先業所業異熱六塵自賠決定性。
命根とは，謂く，先業所引の異熟の六庭の住する時を決定する（sthitik副aniyama）性
なり。
［（6）衆面分nik石yasabhaga］
衆同室者，聖典有情互相似性。
衆同国とは，謂く，諸の有情の互に相似する性なり。
［（7）異生性prthagjanatva］
　異生性者，此有二種。一愚夫異生性、二無聞異生性。愚夫異生性者、謂無始世來有情身
中愚夫心性。無比異生性者，謂如來法外諸邪道性。
　異生性とは，此れに二種有り。一に愚夫の異生性なり。二に無聞の異生性なり。愚夫の
異生性とは，謂く，無始世より來〈コノカ〉た有情身中の愚夫の性なり。無聞の異生性とは，
謂く，如来の法より外の諸の邪道の性なり。
［（8）生j甜］
生者，謂諸行自棄獲起性。
生とは，曳く，諸行の自弁の獲起する性なり。
［（9）老jar司
老者，謂諸行前後攣異性。
老とは，謂く，諸行の前後に攣異する性なり。
［（10）住sthiti］
住者，来命行生時相績不断性。
住とは，篤く，諸行の生時に相読不断の性なり。
［（11）無常anitya悟］
無常者，謂諸行自薦生後盛業性。
無常とは，乏く，諸行の気相の生ぜし後に滅壊する性なり。
［（12）応身順mak石ya］
　名身者，謂詮諸行等法自感想號假立性。
　名身とは，謂く，諸行等の法の自膿を詮ずる（svabh百va－adhivacana）想號を假立する
性なり。
［（13）空身padak石ya］
句身者，当山集註名顯染浄義言説所依性。
句身とは，謂く，旧名を聚集して染浮の義を顯す言説所依の性なり。
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［（14）文身vya商janakδya］
文身者，謂前二所依字性。
文身とは，如く，前の二の所依の字の性なり。
［（15）流韓pravrtti］
流韓者，謂諸行因果相績不断性。
流韓とは，甘く，諸行因果の相輪不仁なる性なり。
［（16）定異pratiniyama］
定異者，謂諸行因果各異性。
定心とは，幽く，諸行因果の各異（prthak　prthak　anyonaya一）の性なり。
［（17）　ヰ目磨　yoga］
相鷹者，謂諸行因果相構性。
相鷹とは，謂く，諸行因果の相稽（s飢⑳ya）の性なり。
［（18）勢速java］
勢速者，謂諸行月虹迅速性。
勢速とは，曳く，諸行流韓の迅速の性なり。
［（19）次第anukrama］
次第者，謂諸行一一次当流轄性。
次第とは，謂く，諸行の一一の次第に流韓する性なり。
［（20）　日寺k石Ia］
時者，謂諸行展車專新新生歯性。
時とは，謂く，諸行の展面して新新に生滅する性なり。
［（21）方de5a］
方者，謂諸色行遍分齊性。
方とは，如く，諸色に行遍し分齊する性なり。
［（22）　婁女　sar予1khy百］
数者，謂諸行等格別相面当相応磁性。
数とは，遍く，諸行の等れも格別に相績する艦相の流韓する性なり。
［（23）和合s百magri］
和合者，謂諸行縁會性。
和合とは，画く，諸行の縁の會する（一pratyay百n謡samavadh百narω性なり。
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［（24）不和合asδmagri］
不和合者，諸行縁乖性。
不和合とは，諸行の縁の乖く性なり。
付論註記
　書き下し文中に挿入のSkt．はAS，　ASBhからの引用である。
（ユ）　「不’1亙現行」を『雑集論』は「不恒行者韓識所撮」と釈している　（700b）。なお本
　　文註（9）参照。
（2）テキストは「或入非想非非想庭定。　［或復上進，或入無想定，］」とあるが［］の文
　　は無想定の内容であり，削除する。異本はない。
（3）　「伍行一分諸心心法」とは『雑集論』によれば「一分恒行者謂染汚意所囁」とされ
　　る（700b）。
